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 ― 新着図書紹介 ―  

＊雨ニモマケズ 風ニモマケズ 

コロナ禍
か

ニモ夏ﾉ暑サニモ負ケヌ 

『雨ニモ負マケズ』 宮沢賢治作 の冒頭（原文は、「コロナ禍」は、「雪」） 

 

 
＊写真左・中は通用門入り 空（５月１４日撮影）とグランド（５月８日撮影）、写真右 通学路、近隣の

家々は、四季折々の花を咲かせて見せてくれます（５月８日撮影） ＊登校再開が、まちどおしいです 

「夏は夜 月の頃はさらなり 闇もなほ 螢の多く飛ちが

ひたる また たゞ一つ二つなど ほのかにうち光りて 

行くもをかし 雨など降るも をかし」  清少納言 『枕草子』  

＊今週から新着本が続々到着します。準備でき次第 「本の花畑」 コーナーに展示をします 

＊芥川賞 宇佐見りん著 『推し、燃ゆ』、直木賞 西條奈加著 『心淋し川』、本屋大賞 町田そのこ著 

『５２ヘルツのクジラたち』 新刊新着（末尾写真）しました。宇佐見さんは 21 才で、綿矢りささん 『蹴りたい

背中』は 19 才、金原ひとみさん 『蛇にピアス』は２０才に次ぐ史上 3 番目の若さで受賞しました （司書） 
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